
 

～気持ちに寄り添う支援の在り方を考える～ 

日 時 ２０１２年５月２６日（土）午後１時～４時３０分 

場 所 福井大学（松岡キャンパス）医学部看護学科棟大講義室 

参加費無料 ・ 駐車場有  

プログラム 

●午後１時００分～ 開会あいさつ  

 がんの子どもを守る会福井支部 代表幹事 

●午後１時１５分～ お話 1 

「公益財団法人 がんの子どもを守る会 の支援内容について」 

 がんの子どもを守る会本部ソーシャルワーカー  

●午後２時～ お話 2 

きょうだいへの骨髄提供の経験から「きょうだいの思い」 

  広比 新之助さん  

●午後２時３０分～ お話 3 

小児がん経験者の親の立場から「ハートリンク共済設立の経緯とこれから」 

 ハートリンク共済事務局長  林 三枝さん 

●午後３時３０分～ 分科会 

①入院中の子どもを支援するボランテイアの交流会（ミニ講演） 

   「入院中の子どもの気持ちになって」 

 HPS（ホスピタルプレースペシャリスト） 大矢 佳代さん 

HPSとは、英国で発祥の医療機関や医療行為を伴う施設に入院・入所あるいは通院する子どもと
その家族の、苦痛、ストレス、不安や寂しさなどに対し、遊びプログラムを提供し支援する専門

職です。 

 

②経験者と治療中家族の交流会（参加制限あり）  別室１ 

 

③子どもを亡くした家族の交流会（参加制限あり） 別室２ 

 

お問い合わせ 

公益財団法人 がんの子どもを守る会福井支部 坪田 まで 

TEL・FAX/ 0776-22-5132  E-MAIL/ nozomi-f@mx3.fctv.ne.jp 

HPURL/ http://www3.fctv.ne.jp/~nozomi-f/ 

mailto:nozomi-f@mx3.fctv.ne.jp

